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1. はじめに

近年，局地的な大雨や集中豪雨による河川流域での水害
や水難事故が頻発している。これらの洪水被害を防ぐため
には，水防災担当者による迅速な状況把握・初動体制構築
と，影響が及ぶ地域への遅延なき避難警戒情報の伝達が不
可欠である。

JFEエンジニアリングでは，リアルタイムの洪水減災・水
難事故防止に焦点を当てて，瞬時に河川水位を予測し迅速
な警報発令などを可能とする洪水予測技術を開発した（図
１）。本稿では，まずWebベースのリアルタイム洪水予測シ
ステムWinmuSe® Caesarの概要を説明し，次に河川水位お
よびダム流入量予測への適用事例を紹介する。
なお，本技術は独立行政法人土木研究所と共同開発 1)

し

たものであり，洪水予測モデルの構築には JFEエンジニア

リング製の人工知能ソフトウェアWinmuSe®2)
を使用してい

る。WinmuSe®
はこれまでエネルギー分野 3)

をはじめ，多
様な分野に適用されている。

2. 洪水予測システムの概要

2.1　人工知能技術を用いた洪水予測モデル

従来の洪水予測モデル 4)
は，詳細な降雨流出メカニズム

を明らかにした上で，流体力学をベースとした物理モデル
として定式化されているため，その構築には詳細な現地調
査や長期間の雨量・水位・流量観測データの蓄積が必要で

あった。
本技術では，WinmuSe®

のデータ学習機能を活用するこ
とにより，物理的なモデルを想定することなく過去の降雨や
水位データなどから高精度な洪水予測モデルを高速（10分
程度）かつ自動的に構築することが可能である（図 2）。

2.2 リアルタイム洪水予測システム

WinmuSe®
により生成された洪水予測モデルを組み込ん

だ，Web 対応型のリアルタイム洪水予測システム
WinmuSe® CaesarのWeb端末画面イメージを示す（図 3）。
本システムは，最新の実況水位，実況雨量，予報雨量を時々
刻々取り込みながら予測解析を自動実行し，最新の結果を
Web経由で配信する（図 4）。
本システムの特長は以下のとおりである。

(1) 実績データに合致した高精度な予測モデルを搭載
(2) 予測解析が瞬時に完了（１秒未満）
(3) 河川改修による特性変化や想定外の出水が発生した場

合にも，短時間でモデル更新可能
(4) 大中小河川や都市型河川，ダム，感潮域，融雪地帯な

どさまざまな河川流域を予測可能
なお，現在国土交通省では局地的豪雨の監視強化などを

目的として XバンドMP（マルチパラメータ）レーダの整備
を進めており，近い将来 250 mメッシュで１分間隔の雨量
を観測できるようになる。このような空間的 /時間的に緻密
なデータを用いれば，より高精度かつタイムリーな洪水予測
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Fig. 1　 Bolstering disaster-prevention enhancement based on 
flood forecasting

図 1　洪水予測を基盤とした防災強化
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Fig. 2　Model creation using AI technology

図 2　人工知能技術を用いたモデル生成
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情報を提供可能となる。

3. 洪水予測事例

利根川水系渡良瀬川上流に位置する草木ダム流入量予測
と，山口県にある佐波川の水位予測の適用事例を示す（図
5，6）。いずれの流域においても，防災対策を実施する上で
必要なリードタイム（数時間）の予測において十分な精度
を達成している。

4.　おわりに

本稿では，最新の人工知能技術を用いたリアルタイム洪
水予測システムの概要を説明し，事例として草木ダム流入
量および佐波川水位の予測結果を紹介した。本稿で紹介し
た流域以外にも，感潮域や融雪地帯などさまざまな特性の
河川流域（数十河川以上）において予測検証を実施済みで
あり，いずれも良好な予測精度を確認している 5~9)。
本技術が広く活用されることで，全国の河川における洪

水予測の広範な普及と洪水災害の軽減の一助になれば幸い
である。
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Fig. 3　Terminal screen of real-time flood forecasting system

図 3　リアルタイム洪水予測システムWeb端末画面

Fig. 4　�Network composition of real-time flood forecasting 
system

図 4　リアルタイム洪水予測システムネットワーク構成

Fig. 5　Result of inflow prediction at Kusaki Dam

図 5　草木ダムの流入量予測結果
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Fig. 6　�Result of water level prediction at Shinbashi in the 
Sabagawa River

図 6　佐波川（新橋地点）の水位予測結果




